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1月号

来月号は「ゴーゴー　そりすべり」です。お楽しみに！

それぞれの月で自分が経験したこ
とや、好きな月や楽しみにしている
月などを聞いて、季節への興味を高
めましょう。１月にはみみずくが１
羽、３月にははちが３匹というよう
に、月の数字に添えられている生き
物や植物などが、月の数だけ誌面に
隠れています。ぜひ、探してみてく
ださい。

１月から 12月までを１か月ずつたどっていく、カレンダー仕立
ての絵本です。12か月をとおしてこうさぎが見たり、感じたりした
ことを木やフェルトの制作物で表現しています。ページをめくるた
びに、季節の移ろいを感じられる１冊です。

●●作／かろくこうぼう

こうさぎの　12かげつ

来月号は「おにさん　おにさん」です。お楽しみに！

14～15ページの「電信柱もないて
いる」という歌詞は、電信柱の風鳴
りの音を「あまりの寒さに電信柱も
泣いている」とたとえているように
も解釈できます。絵本を読みながら、
「電信柱はどんなふうに泣いている
と思う？」などと問いかけ、想像を
ふくらませてみてください。

長年親しまれている、冬の訪れを描いた人気の名曲を歌絵本に
しました。「ヒューン　ヒューン　ヒュルルンルンルンルン」の繰り
返しのリズムを楽しみながら、お子さんといっしょにうたってみて
ください。

●●絵／田中六大

きたかぜこぞうの　かんたろう

来月号は「みにくい　あひるのこ」です。お楽しみに！

「ねずみ浄土（おむすびころりん）」
から枝分かれした昔話で、ねずみが
田畑を荒らさず、幸せを運んでくれ
るよう願って餅をお供えする風習か
ら生まれた、一種の恩返し話です。
じさまとばさまは、おろかなまでの
正直者だからこそ幸せを手にできた
ことが伝わるとよいですね。

ある日、貧しい暮らしのじさまが山へ芝刈りに行くと、2匹の
ねずみが相撲をとっていました。負けてばかりのやせねずみが
自分の家のねずみだとわかると、ばさまといっしょに大事なもち
米で餅をついて食べさせます。すると今度は互角の勝負にな
り……。

●●文／川崎　洋　絵／赤坂三好

ねずみの　すもう

来月号は「おかえりなさい！　はやぶさ」です。お楽しみに！

沖縄県から北海道まで各地方を
巡ってグルメ園のみんながおいしい
物を食べ尽くします。巻頭の地図や、
各地方の地図と照らし合わせながら
読むのも楽しいです。自分の住んで
いる都道府県の名産品を知ったり、
調べたりして、日本や日本地図にも
興味をもつきっかけになるとよいで
すね。

グルメ星から来たグルメ園の子どもたちが日本のおいしい物を食べ
尽くします。宇宙人と気づかれずに、進んでいくことができるでしょう
か？　日本地図と照らし合わせながら楽しめる絵本です。

●●作／井上よう子　絵／さはらそのこ

おいしい　にほんたび


